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雜 報

◎人 事

叙從五位 正六位 廣 畑 龍 造

 (一月十五日)

叙從五位 正六位勲四等 石 井 義 章

 (三月一日)

 正五位 清 水 多 榮

 (三 月 九 日)叙勲四等授瑞廣章 

岡山醫科大學助敎授 林 香 苗

本俸七級俸下賜 

岡山醫科大學助教授 中 井 良 平 

(三月十三日)本俸十級俸下賜

 歩兵第七十八聯隊
附陸軍三等軍醫正  小 出 宗 次

補陸軍歩兵學校附兼同校研究部部員

 名古屋衛戌病院長
陸軍一等軍醫正 矢 澤 弘 水

待命被仰付 

(三 月十五日)

叙正四位 從四位勲三等 赤 岩 八 郎

 (三月十五日)

陸軍一等軍醫正 齋 藤 清

第七師管徴兵官代理ヲ冤ス 

(三 月十九日)

叙正五位 

從五位 井 上 誠 夫

 從五位勲四等 平 川 龍 造 

(三 月十五 日)

從正六位

 從六位勲六等 林 成 道

 從六位勲六等 三 宅 正 一 

(三月十五日)

○難波政士君 は豫て兵庫縣蘆屋黒住病院に勤務

し居られしが令般同病院を辭し福山市立診療所に

勤務せられたり

○西川 勲君 は豫て神奈川縣逗子町櫻山鈴木醫

院に勤務し居られしが今般同院を辭し同町逗子に

於て開業せられたり

岡村舜三君逝 く は明治44年 岡 山醫學專

門學校を卒業し本縣淺口郡金光町に開業 し

居られ しが數年前より其の餘暇を割いて岡

山醫科大學生化學敎室に於て研究に從事 し

一昨年同學に於て醫學博士の學位を獲られ

しが 本月15日 急病にて逝去せられたり洵

に哀悼に堪へず謹みて茲に弔意を表す

◎學位授 與

石原忠之君は豫て岡山醫科大學に論文を提出 し學

位を請求 し居られしが 本年1月29日 の敎 授會を

通過 し本月14日 醫學博士の學位を授與せられた

り其の主論文及び參考論文は次の如 し

主 論 文

疲勞ニ關スル實驗的研究

其1. 疲勞 ノ家兎血液諸 成分ニ及ボス影響ニ

就テ(本 誌第45年 第12號 ニ發表セ リ)

其2. 疲勢 ノ抗體産生ニ及ボス影響 ニ就テ

(本誌第45年 第12號 ニ發表セ リ)

参考論文

其1. 家兎被働性過敏症 ノ潜伏期ニ就テ(岡 山

醫科大學歐文業府第4卷 第2號 ニ發表セリ)

其2. 家兎逆過敏症ニ關スル實驗的研究(追 テ

本誌ニ發表 ノ豫定)

其3. 温度 ノ免疫竝ニ膠質反態ニ及ボス影響ニ

就テ(追 テ本誌ニ發表ノ豫定)

其4. 各種除濕劑ノ比較研究(大 田原一祥,石

原忠之共著)(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)
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◎卒業證書授與式

岡山醫科大學にては本年度卒業生に對し本月20日

午後1時 より同學に於て卒業證書授與式を擧行し

たり其の卒業者氏名は次の如し(イ ロハ順)

伊 藤 碌郞(福 井) 伊 賀 安 男(岡 山)

井 上 佐(岡 山) 岩 崎 武 一(大 阪)

池 宗 逸 治(岡 山) 石 川 博(廣 島)

泉 一 康(福 岡) 林 太郞(和 歌山)

原 良太郞(廣 島) 西 原 一 二(岡 山)

新 本 勇 夫(廣 島) 額田 須賀夫(岡 山)

長 田 敏 樹(兵 庫) 大 田 可 也(山 口)

大 伴 重 治(東 京) 渡 邊 武(岐 阜)

川 崎 敏 男(岡 山) 萱 田靜 海(千 葉)

吉 村 久 雄(愛 媛) 高 田 二郞(岡 山)

高 尾 秀 一(香 川) 高 井 茂 生(山 口)

田 村 誠 彦(大 阪) 田中屋 久吉(山 口)

武 内 豪 一(岡 山) 武 居 繁 彦(山 口)

谷 耕 一(三 重) 橘 英 基(愛 媛)

角 田 孟(岡 山) 中 川 勵 三(廣 島)

中 井 周 一(大 阪) 那 須 操(岡 山)

難波 善次郞(岡 山) 六 車淸 茂(香 川)

向畑 十四郞(和 歌山) 浦 上 敏 明(岡 山)

宇都宮 三渉(愛 媛) 野 村 晋(東 京)

熊 谷 太郞(長 野) 桑 原 玄(岐 阜)

山 崎 義郞(高 知) 山 末 一 雄(山 口)

安 原 元 藏(岡 山) 八 幡 敏 夫(大 阪)

松 浦 祐 一(香 川) 松 本 朝 夫(東 京)

藤 原 柘 士(岡 山) 藤 井 孝 行(福 井)

福島 敏 夫(鳥 取) 福 原 尚 文(兵 庫)

小 林 本 長(福 井) 小 僑 成(岡 山)

小 山 綾 夫(岡 山) 見 玉 孜(大 分)

呉 登 山(臺 灣) 赤 木 五郞(岡 山)

淺黄 由喜雄(山 形) 佐 藤 玄(岡 山)

佐 藤寛 二(岡 山) 北 浦 孝 一(鳥 取)

湯 淺 正 雄(島 根) 宮 崎 正 直(熊 本)

宮 永 正 義(宮 崎) 宮 地 稻 吉(高 知)

三原 勝三郞(島 根) 水 沼 通 勝(愛 媛)

繁 定 光 治(岡 山) 志 水淸(岡 山)

正 垣 東(兵 庫) 平 本 憲 雄(廣 島)

廣 瀬 眞 治(京 都) 弘瀨 長 男(高 知)

東 貞 雄(三 重) 日 淺靜 逸(愛 媛)

森 富士雄(三 重) 砂 田 輝 武(富 山)

赤 木 正(岡 山) 池 口 喜 久(奈 良)

井 上 勲(兵 庫) 井 上 武 男(島 根)

井 上 悌(岡 山) 岩 佐 基 正(山 口)

岩 崎 倉 市(島 根) 右 近 文 三(廣 島)

植 田 安 昌(岡 山) 小 宅 正 行(兵 庫)

岡 崎 泰 裕(岡 山) 岡 本 照 男(岡 山)

大 賀 壽 男(岡 山) 大 野 定(岡 山)

郭 進祿(臺 灣) 柏 木 正 文(兵 庫)

梶 村 齊 二(富 山) 金 光 克 巳(岡 山)

木 下 淳(香 川) 岸 本 勇(岡 山)

北 村 直 次(兵 庫) 熊 野 武 雄(廣 島)

見 藤 正 男(岡 山) 河 野 貞 三(香 川)

河 野 謹 也(岡 山) 古 城 昌 敏(岡 山)

小橋 幾太郞(岡 山) 兄 部 義 造(山 口)

近 藤 實(福 井) 佐木山 達男(德 島)

佐 藤 正 三(廣 島) 齋 藤 孝(京 都)

笹 野 武 夫(和 歌山) 柴 田 八郞(廣 島)

下 村 斌(岡 山) 下 村 利 雄(大 阪)

篠 原淸 彦(香 川) 須 賀淸 次郞(愛 媛)

鈴 木 治(島 根) 鈴 木 甚 輔(山 形)

世 良 英 彌(島 根) 十河 三四二(德 島)

谷 幹 彦(德 島) 多 田 瑞 彦(岡 山)

田 中 〓 吉(岡 山) 田 村 宦(香 川)

田 中 早 苗(愛 媛) 高 木 將 雄(長 野)

土 屋 睦 夫(岡 山) 恒 遠 雄 碩(山 口)

壺 井淸 彦(香 川) 戸 田 信 義(岡 山)

那 須 毅(岡 山) 中 島 博 之(岡 山)

中 村 弘 之(岡 山) 永瀨 正 巳(岡 山)

長 野 壽 仁(廣 島) 根 鈴 齊 史(鳥 取)

野 口 正 雄(富 山) 濱 田 正 吉(兵 庫)

廣瀨 恭 三(岐 阜) 布 施 増 夫(岡 山)

古 戸 節郞(富 山) 馬 庭 迪(島 根)

町田 末之助(東 京) 松 浦 潔(奈 良)

松 田 進(兵 庫) 松 尾 正 三(廣 島)

三 舟 健 平(德 島) 三 宅 明(岡 山)

宮 田 士德(神 奈川) 宮 岡 利 通(鳥 取)

森 崎 策郞(香 川) 矢 野 光 夫(香 川)

安 井 素(岡 山) 山 本 常 明(岡 山)

結 城 貞 昭(東 京) 吉 田 繁滿(廣 島)

吉 岡 威(廣 島) 吉 岡 誠(島 根)

渡 邊 良 衛(岡 山) 渡 邊 武 志(岡 山)

◎ 入學許可

岡山醫科大學に於ては 豫て 昭和10年 に入學志願

者を 募集中なりしが 入學許可人員豫定數80名 に

對 し118名 の志願者ありしを以て本月15,16の 兩

日其の選放試驗を執行 し其の結果次の82名 に入

學を許可 したり(五 十音順)
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